
～

１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

１長野県の生活排水行政の基本計画である長野県「水循環・資源循環のみち2015」で、生活排水対策の指標として設定してい
る汚水処理人口普及率（令和２年の目標値）を目標に設定した。

汚水処理人口は年々向上しているが、施設整備が完了に近づいている近年は汚水処理人口普及率（汚水処理人口/行政人口）
の増加傾向が緩やかであり、汚水処理区域内人口が減少することにより普及率が減少する場合がある。成果目標と比較する
と、行政人口が目標設定時の見込値を上回っているため、普及率は目標値を下回っている。

No 成果指標

浄化槽の普及促進、農業集落排水施設の改築更新、流域下水道終末処理場の改築更新など
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【現　　状】

【目指す姿】

【実施内容】

○県と市町村が一体となって策定した、長野県「水循環・資源循環のみち2015」構想に基づき、生活排水施設の
計画的・効率的な整備や改築更新を進めている。
○汚水処理人口普及率　97.6％（H28）→98.8％（R2）

○快適な生活環境と良好な水質保全を図るため、集合処理区域については、令和７年度までには概ね整備を完了
させるなど、未普及地域の早期解消を図る。
○汚水処理施設の機能を維持するため、計画的に改築更新を進める。
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該当なし

事業番号 06 04 01 事業改善シート （令和２年度実施事業分）

事　業　名 生活排水施設整備事業
部局

実施期間 S46

環境部 課・室 生活排水課

課　　題　　等 今後の方向性

35 35職員数（人）

成果指標
設定理由

・生活排水処理施設の未普及地域の早期解消、処理区の統廃合に
よる効率化、施設の計画的な改築更新及びバイオマス利活用プラ
ン等による持続可能な生活排水対策ビジョンの構築に取り組む必
要がある。

・長野県「水循環・資源循環のみち2015」構想に基づき、
県全体で短期、中期及び長期の目標として設定した指標を
達成できるよう生活排水処理施設を計画的・効率的に整備
を図るとともに、これからの人口減少下でも、将来にわ
たって安定的に継続して運営できるようにしていく。

 決　算　額（B）

・千曲川流域（下流処理区）において、令和元年東日本台風によ
り下水処理場の機能停止。R3.3月全水処理施設が復旧したが、汚
泥処理施設及び電気設備は仮設備で稼働しているため、復旧させ
る必要がある。

・令和３年度末の全施設（汚泥処理施設及び電気設備）の
復旧を目指す。

98.8

8,408,4742,512,766

うち一般財源 176,076 147,606

合計（A)

98.1

達成状況
の分析

主な取組

✓ 老朽化施設の改築更新（流域下水道、農業集落排水）
　　・適切な汚水処理機能維持のため、ライフサイクルコストの低減を意識した施設・管渠の改築更新

✓ 生活排水施設未普及地域の縮減（合併処理浄化槽）
　　・未普及地域の早期解消に向け、合併処理浄化槽の設置費補助

今後、事業
をどのよう
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たいか
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諏訪湖流域下水道の施設
整備

管渠　：湖周幹線改築更新　等

処理場：建築設備改築工事（管理棟）
　　　　受変電設備改築　等

処理場：施設災害復旧工事

処理場：施設災害復旧工事　等

管渠　：特殊マンホール耐震化

管渠　：松代ポンプ場耐震化　等
処理場：施設・設備災害復旧設計・工事
　　　　水処理５～６系列覆蓋（終沈）　等

直接

委託

直接

委託

直接

委託

千曲川流域下水道（下流
処理区）の施設整備

千曲川流域下水道（上流
処理区）の施設整備

1

細事業
No.

No.

1

2

実施
方法

細事業を構成する主な取組

合併処理浄化槽整備事業
補助金

浄化槽放流水水質検査委
託

1
79,425 127,112

千円

Ｒ１年度
決　算

Ｒ２年度
決　算

補助
金

令和２年度　実施内容（実績）

中山間地等下水道、農業集落排水施設等による整備が予定されていな
い地域において、合併処理浄化槽の設置者に補助を行う市町村に対し
補助を行った。（51市町村1,040基）

環境部 課・室 生活排水課

細事業
No.

部局事　業　名 生活排水施設整備事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 06 04 01 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

浄化槽法第53条第２項の規定により実施する浄化槽の立入検査におい
て、浄化槽の管理者に的確に改善指導等を行うため、浄化槽放流水の
水質検査を実施した。

Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

細事業名

千円
浄化槽対策事業費

委託

2
（一社）地域環境資源セ
ンター負担金

負担
金

農業集落排水施設に関する技術開発、調査・研究を行っている（一
社）地域環境資源センターへの負担金

2
194,921 348,840

千円 千円
農業集落排水事業費

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
農業集落排水施設等の機
能強化、機能保全及び調
査計画

補助
金

改築（機能強化対策）：12市町村15地区
機能診断及び保全計画の策定：５市町村５地区
調査計画：６市町村６地区

3
千円

細事業
No.

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

2,238,420 7,932,522

千円

Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

細事業名

流域下水道事業（公共・県単【下水道】）

4
犀川安曇野流域下水道の
施設整備

委託 処理場：砂ろ過棟耐震工事　等


